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八戸南道路が３月９日（土）に開通します。
はちのへみなみ

～三陸沿岸道路（復興道路）としては初めての開通～

国土交通省が事業を進めてきました、八戸南道路 延長約５．３ｋｍ
はちのへみなみ

が開通します。
今回の開通は、三陸沿岸道路（復興道路）としては初めての開通であ

り、東日本大震災で被災した沿岸地域の一日も早い復興を支援するとと
もに、八戸・階上地域と三陸沿岸地域の交流をより促進するものです。

なお、今回の開通により八戸南道路Ｌ＝８．７ｋｍが全線開通します。

１．開通区間
八戸南道路（延長約８．７ｋｍ）

・種差海岸階上岳ＩＣ～階上ＩＣ（延長約５．３ｋｍ）【今回開通】

※今回の開通区間は、無料となります。

※今回の開通区間について自動車専用道路となり、歩行者、自転車、軽車両、二輪車

(125cc以下)は通行できません。

２．開通日
平成２５年３月９日(土)

３．開通式典
【式典会場】種差海岸階上岳ＩＣ （階上町大字蒼前※別添図参照）
【時 間】１１：００～
【一般開放】１５：３０（予定）
【主 催】青森県、八戸市、階上町、東北地方整備局

（記者発表先）青森県政記者会、建設関係専門紙、津軽新報社

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 青森河川国道事務所
青森市中央三丁目２０－３８
電話０１７－７３４－４５２１(代表)

副所長(道路担当) 樋口 和則(内線２０５)
ひ ぐ ち かずのり

工務第二課長 木村 恭一(内線４１１)
き む ら きょういち



八戸・久慈自動車道

三陸沿岸道路(八戸南道路)

L≒8.7km(今回開通区間：L≒5.3km)

開通 平成２５年３月９日(土)

八戸・久慈自動車道

三陸沿岸道路(八戸南道路)



ごご しし ょょ がが わわ らら にに しし

式典会場案内図 ※会場にて係員が誘導させて頂きます。

係員の指示に従って、ご来場下さいますようお願い致します。
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〔三陸地域の安定したエネルギー確保〕

八戸地域は、青森県をはじめとした三陸沿岸地域への石油・ＬＮＧ
（天然液化ガス）の供給基地として機能しており、八戸南道路開通に
伴い、安定したエネルギー供給が期待されます。

八戸南道路の整備効果

〔高次救急医療サービスの向上〕

県境の町（階上町）から、高次医療施設八戸市立市民病院
まで高速ネットワークが接続され、救急医療の効率化やドク
ターカーの移動の円滑化による救急救命率の向上が期待され
ます。

〔地域活性化に資する道路〕

地域の主要産業である鶏卵は鮮度が重要であり、八戸南道路整備
により、既存高速ネットワーク接続時間が短縮され、更なる販路拡大
が期待されます。

〔復興支援に資する道路〕

重要港湾八戸港を抱える八戸市より、被災地である三陸沿岸
地域への復興物資搬入の道路ネットトワークとしての機能が期
待されます。

震災前と比べて
約１０％増加
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▲東京市場入荷量に占める
鶏卵のシェア（H22）
資料：畜産物流通統計

■国道４５号は“石油供給”の

大動脈。八戸港から１日に６

００㌔㍑の石油類が久慈・宮

古など三陸沿岸北部地域に

輸送。

※600㌔㍑＝123,000世帯（三

陸沿岸全世帯）が１日に使用

する灯油量に相当。

図 八戸港からの石油製品の方面
別輸送状況
資料：陸上出入貨物調査（H15）

国道４５号を利用

約２２分

約１５分

八戸南道路～八戸南環状道路を利用

階上町道仏

約７分短縮

八戸市民病院

▲八戸市民病院への搬送時間
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	【青森】八戸南道路_整備効果

